





The Succeeding of the MEMORY (2)
—The Visualization of Our INSPIRATION in the Study of Tai HIKOSAKA—
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ことにかける男たちの情熱（18）」、「ほんとうに女が自分のものになった























































































































































































































































































































































⑽ 上野千鶴子「『ふつうの男』が『殺人兵器』に」『熊本日日新聞』2018年 月 日（朝刊）。


































30 （第 回フェミニズム・リサーチ・ライブラリ〈第 部〉）https://wan.or.jp/article/show/9008（以
下 web公開分）
31 インタビュー（web公開分（第 部））
32 同上。
33 同上。
34 彦坂（1984・下）前掲書、356頁。
35 彦坂（2020）前掲書、71頁。
36 同上、表紙裏著者コメントより。
37 インタビュー（web未公開分）。その後、今年2020年になって、当時のご自身の日記をもとに
書かれた著書（『クオ・ヴァディス？　ある愛国少年の転生』）を出された。
38 彦坂（1984・上）前掲書、116頁。
39 同上、117頁。
40 インタビュー（web公開分〈第 部〉）
41 同上。
42 インタビュー（web未公開分）
43 同上。
44 李静和（2020）前掲書、4‒5頁。
45 1934年、大阪府岸和田市生まれ。高校時代に、後に「わたしがわたしであり続ける力をわた
しに抱かせてくれた稀有な先生でした」と語ることになる赤松清和氏と出会う。（彦坂諦『亜
人間を生きる』より）彦坂さんに赤松さんを引き合わせたのは白井さんである。1979年、白
井愛として『あらゆる愚者は亜人間である』（罌粟書房）を刊行。以降、『新すばらしい新世界
スピークス──エセー・クリティク +フィクション・クリティク』（罌粟書房、1981年）など
多数創作。2005年 月20日に癌により亡くなられた後、闘病記『人体実験──ガンとのたた
かい、生のたたかい』（れんが書房新社、2005年）が刊行された。
46 例えば、次のように彦坂さんは白井愛さんの言葉を引用している。「白井愛が根底的に異議を
申し立てようとしているのは、ほかでもないこのようなソフトな構造的暴力の支配するこの〈世
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